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この機関紙は、赤い羽根共同募金助成金により発行しています。
1

　４月１６日（火）、「栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併協定書調印式」が行われました。第１～３回までの社
会福祉協議会合併協議会において、合併協定１６項目すべてが協議され調ったことから行われたものです。
　栃木市社会福祉協議会会長、岩舟町社会福祉協議会会長が、合併協議会委員および監査委員の見守る中、
合併協定書への署名を行いました。その後、両市町社協会長間で固い握手が交わされました。

栃木市社会福祉協議会と岩舟町社会福祉協議会が合併協定書を締結しました
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表
彰
式
終
了
後
、
地
域

福
祉
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
記
念
講
演「
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し

て
」を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
福
祉
教
育
等
で
、

ご
自
身
の
体
験
を
活
か
し

た
講
演
を
各
地
で
行
っ
て

い
る
大
貫
学
人
氏
を
迎
え
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

荒
川
　
昌
雄
　
　
山
口
　
良
子

鈴
木
真
由
美
　
　
川
井
　
恵
子

渡
辺
理
恵
子
　
　
日
向
野
住
江

大
橋
　
　
進
　
　
荒
川
　
美
穂

白
沢
　
裕
美
　
　
山
野
井　

也

石
崎
　
咲
子
　
　
荒
川
　
節
子

川
田
ま
さ
子
　
　
丸
山
　
勝
也

押
山
　
庄
一
　
　
鈴
木
　
清
子

石
井
　
ユ
キ
　
　
野
澤
　
節
子

阿
部
八
重
子
　
　
髙
根
澤
利
夫

松
本
　
　
實
　
　
高
橋
　
正
行

癸
生
川
孔
章

新
堀
　
陽
子
　
　
網
代
　
園
子

　
３
月
25
日（
月
）栃
木
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
社
会
福
祉

功
労
者
等
表
彰
式
を
開
催
し
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
で
、
永
年
に
わ

た
っ
て
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
／
順
不
同
）

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
等
23
名

民
生
委
員
・
児
童
委
員
２
名

栃
木
市
と
ち
ぎ
地
域
女
性
連
絡
協
議
会

栃
木
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

栃
木
手
話
会「
太
陽
」

栃
木
市
都
賀
手
話
サ
ー
ク
ル「
ス
マ
イ
ル
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
く
の
会

栃
木
市
第
三
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
第
四
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
第
５
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
第
六
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
第
七
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
大
宮
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

皆
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
吹
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

寺
尾
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

栃
木
市
国
府
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

野
田
　
信
子

栃
木
市
高
齢
者
心
労
奉
仕
会

文
化
団
体
カ
ラ
オ
ケ
部

モ
ロ
歌
謡
サ
ー
ク
ル

株
式
会
社
ユ
サ
ワ
自
動
車

大
出
　
　
隆

両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

大
口
寄
付
者
１
名
・
１
団
体

優
良
団
体
15
団
体

永
年
寄
付
者
１
名
・
４
団
体

平成24年度社会福祉功労者等表彰式平成24年度社会福祉功労者等表彰式

受賞おめでとうございます

　
27
歳
の
と
き
に
、
交
通
事

故
に
よ
り
胃
か
ら
下
の
機
能

を
全
廃
し
、
１
種
１
級
の
身

体
障
が
い
者
と
な
る
。
36
歳

で
第
28
回
24
時
間
テ
レ
ビ
車

椅
子
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑

戦
、
完
走
し
、
自
身
の
体
験

を
活
か
し
た
講
演
を
各
企
業
、

学
校
等
で
行
い
活
躍
中
。

※

大
貫
学
人
氏

　
　
　

  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

中
　
　
恵
子
　
　
間
中
　
嘉
男

仲
三
河
マ
コ
ト
　
　
市
村
チ
イ
子

吉
岡
美
也
子
　
　
馬
場
　
正
男

竹
村
　
智
子
　
　
谷
崎
　
久
江

横
塚
美
知
子
　
　
新
井
　
圭
子

近
藤
　
和
子
　
　
小
花
　
一
雄

三
浦
比
呂
子
　
　
川
田
　
洋
子

日
里
　
嘉
子
　
　
大
類
　
洋
子

峰
岸
　
佳
代
　
　
松
島
セ
ツ
子

中
島
　
ア
イ
　
　
望
月
　
敬
子

佐
山
　
幸
子
　
　
佐
藤
　
玲
子

小
川
　
洋
子
　
　
田
中
佐
和
子

安
田
　
ト
ミ
　
　
渡
辺
日
出
子

荒
井
カ
ツ
イ
　
　
河
田
　
幸
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
28
名



会
員
募
集

会
員
募
集

　本会は住民参加による地域福祉の推進を基本としています。
　会員の皆さんからいただきました会費は、地域における福祉活動の貴重な財源と
なっております。
　今年度も、本所（栃木）・支所（大平・藤岡・都賀・西方）ごとに会員加入をお願
いいたしますので、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上
げます。

○○①

 

・

 

・②

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

岩
舟
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
合
併
に
向
け

た
取
り
組
み

法
人
の
運
営

理
事
会
、
評
議
員
会
等
の
開
催

社
協
会
員
の
募
集

地
域
福
祉
へ
の
取
り
組
み

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

福
祉
団
体
等
と
の
連
携
や
活
動
支
援

（
地
区
社
協
等
福
祉
団
体
の
活
動
へ
の
補
助

や
事
務
支
援
、
福
祉
団
体
交
流
事
業
の
実
施

　
他
）

広
報
、
啓
発
事
業

（
社
協
だ
よ
り
の
発
行
、
各
種
講
演
会
の
開
催
、

福
祉
ま
つ
り
の
開
催
や
参
加
　
他
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
振
興

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
や
登
録
、
各
種
養
成

講
座
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

促
進
　
他
）

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
福
祉
教
育
の
推
進

 

・

 

・
 
・③

 

・

 

・

 

・

 

・

 

④

 

・

 

・

 

・⑤

 

・

 

・ （
小
中
学
校
福
祉
授
業
へ
の
講
師
派
遣
、

福
祉
講
座
の
開
催
、
実
習
生
の
受
け
入
れ

　
他
）

高
齢
者
や
障
が
い
児
者
、
子
育
て
支
援
事
業

（
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子

育
て
等
サ
ロ
ン
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

障
が
い
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
車
イ
ス
等

の
貸
出
事
業
、各
種
講
習
会
の
開
催
　
他
）

低
所
得
者
支
援
及
び
貸
付
事
業

（
生
活
福
祉
資
金
、
社
会
福
祉
金
庫
、
高

額
療
養
費
貸
付
事
業
　
他
）

各
種
相
談
事
業

（
心
配
ご
と
相
談
、
法
律
相
談
）

介
護
保
険
事
業
所
の
経
営

訪
問
介
護
事
業
所
　
　
　 

　
４
事
業
所

通
所
介
護
事
業
所
　
　
　 

　
４
事
業
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　 

　
４
事
業
所

訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
　
　 

１
事
業
所

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
経
営

障
が
い
者
居
宅
介
護
事
業
所 
４
事
業
所

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所 

１
事
業
所

児
童
発
達
支
援
事
業
所
　
　 

１
事
業
所

受
託
事
業
の
実
施

障
が
い
児
者
交
流
事
業

緊
急
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・⑥

 

・

 

・⑦

 

・

 

・
 

・
鹿
沼
市
・
壬
生
町
訪
問
入
浴
事
業

障
が
い
者
等
移
動
支
援
事
業

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

通
所
型
介
護
予
防
送
迎
事
業

西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
及
び
西
方
さ
く
ら

ホ
ー
ム
利
用
者
送
迎
事
業

西
方
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
力
業
務

障
が
い
者
等
相
談
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
　 

３
園

児
童
館
の
指
定
管
理
　
　
　
　
　
　 

２
館

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理  

２
か
所

大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理

共
同
募
金
へ
の
協
力

赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

岩
舟
町
社
協
と
の
合
併

社
協
合
併
協
議
会
に
お
け
る
合
併
協
議

理
事
会
、
評
議
員
会
で
の
合
併
関
連
議
案

の
審
議
、
議
決

実
務
者
検
討
会
で
の
事
務
事
業
の
調
整
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平 

成 

25 

年 

度

画

業
計

事

重 
点 
目 

標

事 

業 

計 

画
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平成２５年度 　一般会計、特別会計及び公益事業会計　予算平成２５年度 　一般会計、特別会計及び公益事業会計　予算平成２５年度 　一般会計、特別会計及び公益事業会計　予算
一般会計予算

特別会計予算

公益事業会計予算

収　入　計 1,005,756

※収入予算と支出予算の差額は、平成２４年度末支払資金残高を充てています。

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業等収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
積立預金取崩収入
その他

23,970
4,933

145,246
2,500

202,429
17,521
10,299
18,791
1,562

442,061
42,438
805
4,064
26,218
56,912
6,007

市運営費補助金等
地域福祉振興基金助成金等
市、県社協受託金
利用料収入等
各種貸付金返還金
赤い羽根、歳末たすけあい募金配分金
講習会参加者負担金等
居宅介護支援等事業収入
障がい者居宅介護等事業収入
リサイクル益金等
預金利子等
経理区分間の収入
積立預金の預け替え等による収入
退職共済預け金返還金収入等

収　　　　　入
科　　　目 予 算 額 備　　　考

支　出　計 1,064,429

人件費支出
事務費支出[一般管理支出]
事業費支出[直接介護支出]
貸付事業等支出
共同募金配分金事業費
分担金支出
助成金支出
負担金支出
経理区分間繰入金支出
固定資産取得支出
積立預金積立支出
その他
予備費

700,427
27,705
157,469
10,000
18,359
2,032
16,665
2,051
26,218
18,302
61,419
23,252
530

役職員、登録ヘルパー賃金等
法人運営の事務等に要する経費
事業等に要する経費
各種貸付金
福祉団体活動費、歳末たすけあい事業費等
社協合併協議会分担金
地区社会福祉協議会事業費補助金等
研修会参加負担金等
経理区分間の支出
車輌購入費等
積立預金の預け替えによる支出
退職共済預け金支出

支　　　　　出
科　　　目 予 算 額 備　　　考

収　入　計 15,286

就労支援事業活動収入
事業収入
自立支援費等収入
その他

1,193
387

13,703
3

生産活動（受注）収入
宿泊訓練等参加費収入
訓練等給付費収入
預金利息等

収　　　　　入
科　　　目 予 算 額 備　　　考

支　出　計 18,118

就労支援事業支出
人件費支出
事務費支出[一般管理支出]
事業費支出[直接介護支出]
負担金支出
その他
予備費

1,193
12,096
113

2,709
20
487
1,500

工賃
職員賃金等
事務等に要する経費
事業等に要する経費
研修会参加負担金
退職共済預け金支出等
　

支　　　　　出
科　　　目 予 算 額 備　　　考

収　入　計 9,729

受託金収入
事業収入
その他

9,547
181
1

市受託金
施設利用料
預金利息

収　　　　　入
科　　　目 予 算 額 備　　　考

支　出　計 11,499

人件費支出
事業費支出[直接介護支出]
負担金支出

303
11,184
12

職員賃金
事業等に要する経費
研修会参加負担金

支　　　　　出
科　　　目 予 算 額 備　　　考

み ん な の ひ ろ ば

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

　
多
く
の
方
々
に
福
祉
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
・
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　『
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
』で
は
利

用
団
体
の
方
々
に
よ
る
絵
画
・
書
道
・

陶
芸
・
木
彫
り
・
キ
ル
ト
作
品
・
絵

手
紙
の
作
品
展
示
が
、『
庭
園
』で
は

移
動
動
物
園
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、

『
陶
芸
室
』で
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
絵
付
け
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　『
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
』玄
関
前
で
は
、

福
祉
団
体
に
よ
る
模
擬
店
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
日
本
舞
踊
・
詩
吟
・
太
極
拳
・

健
康
体
操
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の

方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
26
日（
日
）

「
ふ
れ
あ
い
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

大 

平 

支 

所
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藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
支
援
セ
ン
タ
ー
親
の
会
合
同
で
、

総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
お
花
見

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
桜
の
開
花

が
早
い
う
え
、
前
日
の
春
の
嵐
に
よ

り
、
花
は
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

桜
の
花
の
ジ
ュ―

タ
ン
の
上
で
撮
っ

た
記
念
写
真
は
、
一
人
ひ
と
り
が
良

い
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
当
日
は
、
約
240
名
の
参
加
が
あ
り
、

選
手
一
人
ひ
と
り
が
、
気
合
と
パ

ワ
ー
で
カ
ッ
プ
を
ね
ら
い
ま
し
た
。

　
熱
戦
の
中
、 

50
ｍ
の
ロ
ン
グ
パ
ッ

ト
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
歓
声
と

拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
都
賀
支
部

で
は
、
第
21
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
に

２
ク
ラ
ブ
増
え
た
こ
と
で
、
例
年
よ

り
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
賀
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な

か
よ
し
・
就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ご
の
郷
合
同
で
、
つ
が
の
里
へ

お
弁
当
を
持
っ
て
の「
お
花
見
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し

　
地
域
で
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
施

設
に
通
所
し
創
作
活
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
し
自
立
生
活
と

社
会
参
加
を
目
的
と
し
て
、
日
中
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
の
郷

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
雇
用
さ
れ

る
こ
と
の
困
難
な
方
が
、
生
産
活
動

や
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
通
じ
て
、

そ
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め

に
必
要
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
な
か
よ
し
」及
び「
い
ち
ご
の
郷
」

の
利
用
者
定
員
に
余
裕
が
有
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
　
　
　☎ 

28ｰ

０
２
５
２

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
候
も
良

か
っ
た
の
で
沢
山
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
正
午
の「
時
の
鐘
」を
じ
っ
く
り

聞
き
、
そ
こ
の
敷
地
内
の
出
世
の
神

様
や
喜
多
院
の
歴
史
な
ど
、
地
元
ガ

イ
ド
な
ら
で
は
の
話
も
聞
く
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

　
交
流
を
通
し
て
、
互
い
の
情
報
交

換
や
、
介
護
に
関
す
る
情
報
な
ど
も

共
有
で
き
、
ま
た
普
段
と
違
っ
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
気
分
転
換
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
会
の
交
流
事
業
で
川
越

　
西
方
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
利
用
者

を
対
象
に
、
栃
木
警
察
署
に
よ
る
自

転
車
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
悲
惨
な
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
春

の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に

あ
わ
せ
、
基
本
的
な
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
義
や
実
地
指
導
を
熱

心
に
受
講
さ
れ
、
最
後
に
参
加
者
全

員
に
栃
木
警
察
署
よ
り
自
転
車
免
許

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
取
得
し
た
知
識
、
技
能
を
活

か
し
、
今
後
も
交
通
安
全
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
37
名
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
４
名
と
一
緒
に
水
戸
・
大

洗
方
面
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
水
戸
の

偕
楽
園
は
梅
ま
つ
り
で
大
勢
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
梅
の
見
ご
ろ
は
過
ぎ
て
し
ま
い
期

待
し
て
い
た
花
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
那
珂
湊
で

の
お
い
し
い
食
事
や
、
魚
市
場
や
め

ん
た
い
パ
ー
ク
で
の
買
い
物
な
ど
で
、

皆
さ
ん
楽
し
く
１
日
を
過
ご
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

都
賀
地
区
社
協
に
寄
付
を
頂
き
、

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
会
様

　
　
　
　
　
　
　
７
４
，４
６
３
円

ま
る
つ
が
実
行
委
員
会
様

　
　
　
　
　
　
２
２
０
，０
０
０
円

「
合
同
お
花
見
会
」

「
介
護
者
交
流
事
業
」

「
自
転
車
交
通
安
全
教
室
」

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
な
か
よ
し
・
い
ち
ご
の
郷

      

と
て
も
き
れ
い
な
八
重
桜
」

３
月
16
日（
土
）

４
月
12
日（
金
）

４
月
19
日（
金
）

藤 

岡 

支 

所

都 

賀 

支 

所

西 

方 

支 

所

４
月
８
日（
月
）

５
月
16
日（
木
）

〜
友
達
に
な
っ
て
ね
〜

〜
友
達
に
な
っ
て
ね
〜

〜
友
達
に
な
っ
て
ね
〜

「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

                 

日
帰
り
旅
行
」

３
月
26
日（
火
）

　
天
気
に
恵
ま
れ
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気

の
中
、
満
開
の
八
重
桜
の
下
を
散
歩

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。



募

　集

　記

　事

募

　集

　記

　事

　
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
る
人
か
ら
活

動
状
況
や
実
践
活
動
を
学
び
、
気
軽

に
楽
し
く
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
き
っ
か
け
に
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
学
び
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の
お

宅
へ
安
否
確
認
も
か
ね
て
、
昼
食
の

お
弁
当
を
届
け
る
活
動
も
33
年
を
迎

え
ま
し
た
。
月
２
回
、
給
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

の
も
と
、
手
作
り
の
温
か
い
お
弁
当

を
届
け
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
春
の
息
吹
を
感
じ
る
筍

メ
ニ
ュ
ー
を
、
５
月
は
端
午
の
節
句

で
柏
餅
を
と
い
う
よ
う
に
、
季
節
ご

と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
に
１
回
、
お
互
い
の
交

流
を
図
り
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
目

的
で
、
会
食
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
給
食（
調
理
）・
配
食（
お
弁
当
配

送
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
共
に
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
問
合
せ

　
藤
岡
支
所  

☎ 

62ｰ

５
８
６
１

｢

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会｣

日
時
　
９
月
24
日
〜
２
月
18
日

の
毎
週
火
曜
日(
全
20
回)

※

12
月
31
日
・
２
月
11
日
は
休
み

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所  

大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

対
象
　
点
訳
に
興
味
が
あ
り
学

び
た
い
方

定
員
　
20
名

講
師
　
清
水
泰
子
氏

(

大
平
町
点
字
の
会
ど
ん
ぐ
り)

参
加
費
　
無
料

問
合
せ
・
申
込
み

８
月
５
日（
月
）〜
　

本
所
　
☎ 

22ｰ

４
４
５
７

◇◇◇◇◇◇◇

場
所

藤
岡
公
民
館  

第
１
・
２
会
議
室

対
象

市
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
方(

小
学
４

年
生
か
ら
参
加
可
能)

　
　
　

講
師
　
鯉
沼
裕
子
氏（
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
）

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

※

２
日
間
参
加
で
き
る
方
優
先

問
合
せ
・
申
込
み
　

７
月
22
日（
月
）〜
８
月
８
日（
木
）

藤
岡
支
所  

☎ 

62ｰ

５
８
６
１

◇◇◇◇◇

日
時

８
月
24
日（
土
）・
31
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

◇

　
手
話
で
の
あ
い
さ
つ
や
簡
単
な
会

話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

昼
の
部（
全
３
回
）

７
月
19
日（
金
）・
26
日（
金
）・

８
月
２
日（
金
）

10
時
〜
11
時
30
分

夜
の
部（
全
３
回
）

10
月
７
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）

19
時
〜
20
時
30
分

場
所  

大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

◇

 

・

 

・◇ 「
や
さ
し
い
手
話
教
室
」

対
象  

手
話
に
興
味
の
あ
る
方

内
容
　

聴
覚
障
が
い
者
に
つ
い
て

手
話
で
の
日
常
会
話
な
ど
、
ゲ
ー

ム
や
歌
を
交
え
て
楽
し
く
学
び

ま
す
。

定
員
　
各
20
名

参
加
費
　
無
料

問
合
せ
・
申
込
み

大
平
支
所 

☎ 

43ｰ

０
２
９
４

◇◇

 

・

 

・◇◇◇
日
時
　
９
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所  
大
平
図
書
館
２
階
会
議
室

対
象  

興
味
が
あ
る
方
、
初
心
者

定
員  

20
名

参
加
費
　
無
料

問
合
せ

大
平
支
所 

☎ 

43ｰ

０
２
９
４

申
込
み

８
月
20
日（
火
）〜
大
平
図
書
館

☎ 

43ｰ

５
２
３
４

◇◇◇◇◇◇
｢

点
字
体
験
講
座｣

　
〜
点
字
を
書
い
て
み
よ
う
〜

｢

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
学
ぶ｣

　
不
慮
の
事
故
は
身
近
な
場
所
で
起

き
ま
す
。
海
や
プ
ー
ル
に
出
か
け
る

機
会
が
増
え
水
の
事
故
が
多
発
し
ま

す
。

　
今
回
、
水
の
事
故
で
の
子
ど
も
の

心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

け
が
の
手
当
て
等
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時  
７
月
８
日（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所  
藤
岡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
議
室（
渡
良
瀬
の
里
と
な
り
）

対
象  

０
〜
３
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
保
護
者

講
師  

日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支

部定
員
　
20
名

問
合
せ
・
申
込
み
　

藤
岡
支
所  

☎ 

62ｰ

５
８
６
１

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
併

せ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇◇◇◇◇◇

｢

幼
児
安
全
法
短
期
講
習
会｣

給
食
サ
ー
ビ
ス 

         

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

栃
木

大
平

藤
岡
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日　時： ７月５日（金曜日）午後１時～３時３０分   ※受付は３時まで
会　場： 栃木保健福祉センター（栃木市今泉町２－１－４０）
対　象： １）福祉のお仕事をお探しの方、転職をお考えの方
 　　　　２）平成２６年３月卒業見込みの専門学生、短大生、大学生の方
 　　　　３）福祉の仕事、資格取得に興味のある方
内　容： 求人事業所の採用担当者から仕事の内容や応募条件を聞く
　　　　ことができます。また、福祉人材・研修センターの相談員に
　　　　求人状況や資格の相談もできます。
問合せ： 栃木県社会福祉協議会　福祉人材・研修センター
　　　　栃木県宇都宮市若草１－１０－６　とちぎ福祉プラザ内
　　　　☎０２８－６４３－５６２２

福祉のお仕事ミニ面談会福祉のお仕事ミニ面談会栃木県運営適正化委員会とは？栃木県運営適正化委員会とは？

　栃木県運営適正化委員会は、福祉サービスに関する利用者や家族等か
らの苦情や相談を適切に解決するため、助言・相談・あっせん・知事への
通知等を行います。
　相談は電話や来所の他、文書やメールでも受け付けています。

連絡先：栃木県運営適正化委員会
　　　　宇都宮市若草１－１０－６とちぎ福祉プラザ内
TEL　０２８－６２２－２９４１　　　FAX　０２８－６２２－２３１６
Mail　asu.sw@dream.ocn.ne.jp
相談時間：月曜日から金曜日
　　　　　午前９時から午後４時（祝日・年末年始は除く）
そ の 他：相談料等はすべて無料です。　※秘密は厳守します。



第一地区社会福祉協議会 第二地区社会福祉協議会

第三地区社会福祉協議会 第四地区社会福祉協議会

　第一地区は、万一～四・万一東、田村小路・
泉・日ノ出・サンコーポラス栃木、宮本自治
会で組織され、自治会長、会長推薦の方、
民生委員、主任児童委員等を中心に皆様から
の特別会費、普通会費で運営しています。
　主な事業は、70歳以上の一人暮らしの方へ
のお弁当のお届け・新入学児童と保護者との
懇談会等々です。また、孤立防止や災害時要
援護者支援に取り組んでいます。　
　今後も地域の皆さんの福祉向上・推進に
努めていきますので、ご協力をお願いいたし
ます。

　栃木市内には、全部で16の地区社会福祉協議会（通称：地区社協）があります。各地区社会福祉協議
会の様々な福祉活動を紹介します。
　今回は第一地区から第四地区社会福祉協議会です。

　栃木市第四地区は、旧栃木市の南東部に
位置し自治会は本町、神田、城内一、城内二、
旭五、大宿、城二南、城内南、宿河原の９自
治会あり、役員18人で運営しております。
　年間の主な事業は「寝たきり高齢者友愛訪
問見舞品贈呈」「敬老会」「施設訪問」「子育て
サロン」「高齢者会食会」等の行事を行ってお
ります。
　近年の福祉の問題が私たち役員のみでは
解決できません。地域の皆さんの協力も必要
ですのでご協力お願いいたします。

　第二地区社会福祉協議会は倭南、倭北二、
倭北三、倭北五、東倭、旭一・二、旭三、
室町の自治会で構成されています。
　幼児から高齢者について、地域に根差した
次のような事業を実施しています。
・母子保健推進委員と連携し、親と子のふれ
あいのつどい

・第二地区体協と協賛した体育祭への参加
・敬老の日への協力
・ふれあい相談員との連携や協力をし、地域
の現状把握に努める。

会長　町田爽起夫

会長　丸山美喜男

会長　赤岩壽子

　第三地区とは、どこを指すかと申しますと
栃木駅の南北に隣接する境町、河合町、沼和
田町の三町内七自治会から成っています。地
域密着した事業を実施しています。
・子育てサロン（年３回）
・全体研修会
・ひとり暮らし高齢者との会食会
・高齢者と子供の交流会
・老人クラブとの共同作業
・高齢者、ひとり暮らし高齢者への奉仕作業
　（年２回）
・小学校卒業生への記念品贈呈

会長　柏倉　誠

あなたの強い味方  身近な地区社会福祉協議会

とちぎし社協だより13第 号 平成25年６月 日20

7



とちぎし社協だより 13第 号平成25年６月 日20

8

※上記の他にも社会福祉協議会窓口の収集箱に、使用済切手・使用済テレホンカードを多数ご寄付いただきました。
　ありがとうございました。
なお、本会で受付した東日本大震災義援金は全額市へ送金いたしました。

（平成２５年２月～平成２５年４月に本会へ寄付のあったものです）

社会福祉協議会へ

福祉基金へ

（敬称略）

心配ごと相談所

法律相談（要予約） こども発達相談

※秘密は厳守いたします

○事業概要：相談員が、日常生活上の相談に応じます。

○サービスの内容：日常生活上のあらゆる心配ごとに対して、適切な助言・援助を行います。
○利　用　料　金：無　料
○問  い  合  わ  せ：

○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：大平支所　地域支援係

開　設　場　所
栃木保健福祉センター 毎月第1火曜日

毎月第1、3
火曜日

毎月第 3
金曜日

9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分

9時～正午

13時00分～15時00分

14時～16時

毎月第2火曜日
毎月第3火曜日
毎月第4火曜日
毎月18日西方保健センター

※開設日については祝日及び12月29日～1月3日を除く。

大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）
藤岡公民館（旧 藤岡福祉センター）
都賀老人憩いの家白寿荘

開　設　日 開　設　時　間

開 設 場 所 開 設 場 所
大平地域福祉センター
（ふるさとふれあい館） そのべ児童館

開 設 日 開 設 日開設時間 開設時間

蕁43-0294
○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：そのべ児童館 蕁20-6231

本　　所　総務課地域支援係 藤岡支所　地域支援係蕁22-4457 蕁62-5861
大平支所　地域支援係 都賀支所　地域支援係蕁43-0294 蕁28-0254
西方支所　地域支援係 蕁92-8080

各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内

～心より御礼申し上げます～
ありがとう あたたかい善意ありがとう あたたかい善意

坂本 章未使用切手多数
髙野マサ子抱っこ紐

9,885 円 栃木西中親父の会

栃木市立大平南中学校車椅子1台
50,000 円 セイコーインスツルメンツ労働組合

3,000 円 クレイクラフト　荒籾キイ子
3,708 円 ボランティアもくの会

藤岡町ゴルフ連盟　会長　関口清
60,900 円（株）下野新聞社 36,660 円「第１０回福祉チャリティゴルフ大会募金」

（有）つがや （第 212 回、213 回、214 回）
2,000 円 早乙女恵子2,179 円 つがや募金箱
50,000 円 大平町ダンス愛好会　会長　川田匡男（株）ユサワ自動車 （第161回、162 回、163 回）

30,000 円 福田 進（故 松島九郎）9,000 円

55,809 円 モロ歌謡サークル  チャリティーカラオケ発表会
30,000 円

早乙女キミ子（故 早乙女ふく）100,000 円

（株）下野新聞社

藤岡町ゴルフ連盟

セイコーインスツルメンツ労働組合 大平町ダンス愛好会

モロ歌謡サークル


